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令和７年９月２４日





第１０回

奈義町農業委員会　議事録





























奈義町農業委員会













令和７年第１０回奈義町農業委員会議事録





１　招集の年月日　　令和７年  ９月２４日（水）　午後２時００分から



２　招集の場所　　奈義町役場　３階　３０１会議室



３　招集の方法　　法第２７条第１項



４　出席・欠席委員　（現在員数２０名，２分の１は１０名）

　　　　　　　　　　　　　出席者○印，欠席者×印

　　　　○農業委員

		番号

		氏　　名

		区分

		番号

		氏　　名

		区分



		１

		延原　孝

		×

		７

		橋口健二

		○



		２

		岡　秀樹

		○

		８

		高取道廣

		○



		３

		高森啓行

		×

		９

		畑田　綠

		○



		４

		鷲田次古

		○

		１０

		小童谷規夫

		○



		５

		安藤正樹 

		○

		１１

		國富英治

		○



		６

		定森正之

		〇

		１２

		森安伸行

		○







　　　　○農地利用最適化推進委員

		番号

		氏　　名

		区分

		番号

		氏　　名

		区分



		１３

		今井光男

		○

		１７

		福永次男

		○



		１４

		森田正明

		○

		１８

		延原道正

		〇



		１５

		鷲田大助

		○

		１９

		永幡　修

		○



		１６

		岸本　武

		○

		２０

		芦田　修

		○







出席委員　１８名　欠席委員　２名



５　遅刻委員

		番号

		氏　　名

		区分

		番号

		氏　　名

		区分



		

		

		

		

		

		







６　会議に職務のため出席した者の職，氏名

　　　　　なし

７　付議案件

　　第１　　開会、開議の宣言

　　第２　　議事日程報告

　　第３　　議事録署名委員の指名

第４　　報告１号　　　　　　　　農地法第３条の３の規定による届出について

第５　　議案第３４号　　　　　　農地法第３条の規定による農地等の所有権移

　　　　　　　　　　　　　　　　転許可申請承認について

第６　　議案第３５号　　　　　　非農地証明願承認について

第７　　議案第３６号　　　　　　奈義町農業振興地域整備計画変更に関する意　

　　　　　　　　　　　　　　　　見について

第８　　報告第２号　　　　　　　農用地利用集積等促進計画に係る意見聴取（令和７年１０月公告分）について

第９　　報告第３号　　　　　　　農地法施行規則該当転用届について

第１０　その他　　　　　　　　　①会務報告

　　　　　　　　　　　　　　　　②農林業祭の参加について

　　　　　　　　　　　　　　　　③その他







８　農業委員会事務局職員

　　　事務局長　　林　　辰明

　　　書　　記　　榎谷　仁志





９　会議の概要

　　　　　　報告第１号　農地法第３条の３の規定による届出について、相続による所有権移転の届出３件、計１１筆、３，７５１㎡を受理した旨の報告があった。内容を確認し、質疑はなく、報告を終了した。

　議案第３４号　農地法第３条の規定による農地等の所有権移転許可申請承認について、申請内容及び添付書類を確認した結果、同法第３条第２項各号の不許可事由には該当しないものとして審議した。質疑はなく、採決の結果、農業委員及び農地利用最適化推進委員ともに全員賛成により承認した。

　議案第３５号　非農地証明願承認について、申請地は２０年以上前から宅地として利用され、耕作の実態がなく、現況及び関係資料から非農地証明事務取扱要綱に該当するものとして審議した。現地確認の結果も踏まえ、質疑後、採決の結果、農業委員及び農地利用最適化推進委員ともに全員賛成により承認した。

　議案第３６号　奈義町農業振興地域整備計画変更に関する意見について、編入１件及び除外２件について説明があった。編入は中山間地域等直接支払交付金の対象農用地とするための申出であり、除外は住宅建設及び耕作不便地の利用見直しに係るもので、各要件を確認のうえ審議した。質疑はなく、採決の結果、農業委員及び農地利用最適化推進委員ともに全員賛成により承認し、意見を付すこととした。

　報告第２号　農用地利用集積等促進計画に係る意見聴取について、使用貸借権設定１件、２筆、田３，０７２㎡について報告があった。中間管理機構を通じた権利設定の取扱いについて説明を受け、内容を確認し、質疑はなく、報告を終了した。

　報告第３号　農地法施行規則該当転用届について、農業用倉庫設置に係る届出１件について報告があった。届出面積が規則に定める範囲内であり、農業利用の増進を目的とする施設であることを確認した。質疑はなく、報告を終了した。
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